
 

 

 

 

 

 

 

                                 校長 川勝 肇恵  

夏休みが終わり、子供たちの元気な声が学校に戻ってきました。今日か 

         らいよいよ二学期が始まります。 

  ４４日間の長い夏休み、のびのび過ごしたり、学校生活では得られない

経験を重ねたりする中で、たくさんの実りがあったことと思います。少したくましくなった子

どもたちと、これからの学校生活をますます充実したものにしていきたいと思います。 

 

一学期は「つくる」ことを大切に教育活動を進めてきました。新しい学年・学級で、先生と

子どもたち、そして友だち同士のより良い関係を「つくり」、学習や学校生活のリズムを「つ

くり」、安心して過ごせる居心地のよい学校を目指してきました。 

 二学期は、「チャレンジ」です。運動会や学習発表会などの行事があります。また、勉強や

運動に適した季節となっていきます。まさに「チャレンジ」の季節です。 

運動会では自分の力を精一杯出し切るだけでなく、友だちと協力して絆を深めること。学習

発表会は自分の役割や責任を最後までやり遂げること。それぞれの行事や学習を通じて、自分

の目標を掲げ、努力していってほしいと思います。全ての目標が達成できるとは限りません。 

野球の名選手も１０回打席に立って３回しかヒットを打てないのです。７回は失敗です。大切

なことは、打席に立ったら必ずヒットを打つという目標を掲げ、努力することです。失敗をし

てもさらに新しい目標を立て努力していくことが大切です。 

二学期が始まり、新たな目標への「チャレンジ」が本格化します。 

子どもたちが日々の努力の中で達成感や充実感を味わい、自らの成長を 

実感できるような教育活動を、より一層充実させていきます。 
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